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夏休みも終わりです。久しぶりの登園と友人との関わりに、期待と不安を抱いているお子様も多いことでしょう。

もしかすると、保護者の皆様の方がご不安を抱いておられるかも知れません。再開する幼稚園の教育についていけ

るのか、社会性をもって友達との関係を育んでいけるのか、お子様が大切であればあるほど、その成長に期待と不

安が伴うのではないかと思います。 

ただ長期の休暇というのは、単純に「暑い時期だから家で過ごす」こと以上の意味を持っています。人は日々変

化し成長していきますが、毎日顔を合わせていると、中々そのことに気づかないものです。幼児にとって長い休み

は、そうした日々の連鎖を一旦断ち切り、新たに人間関係を構築するきっかけになります。勿論、全てが忘れ去ら

れたりはしませんし、変わらないものが沢山あります。それでも一旦の中断により、前の関係から少し自由になり、

新しく他の人を捉え、また自分も捉え直されていくことになります。その時、互いを少しずつ探り理解するような、

人間関係の発展が逆戻りしたような印象を受けるかも知れませんが、それも成長のために必要なことです。 

これは夏期休暇中、預かり保育で園に来ていた園児も同様です。通常開園時の教育カリキュラムだと、互いに何

が得意かなどイメージが固定化され、役割分担や「キャラ付け」が自然と出来上がったりするものですが、しばら

くそれを離れてみると、他の人の意外な面に気づいたり、それを素直に受け入れたりできるようになるものです。 

こうして変化する人間関係の中で、かつての自己像に束縛されずに、より自分らしくなっていくことができるで

しょう。そのような人格的な成長発展こそ、カトリック教育の重視するものでもあります。 

どうぞ余りご不安を抱かれず、戻っても遅れてもそれは新しい一歩のために必要なこととご安心の上、お子様を

また幼稚園へと送り出してください。  園長 猪口大記                 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 






